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第Ⅱ章ネギのチェーンポット内施肥による窒素肥料低減化技術

１）賦験場所

試験場所は、千葉県農業総合研究センター(千葉市)の

露地ほ場とした。土壌は、表層腐植質黒ボク士（米神統）

で、土性は壊土である。土壌の化学性は、全炭素3.54％、

全窒素０．２６％、ＥＣは8.1mＳｍ.'、ｐＨ(Ｈ鷲Ｏ）は6.2で、土

壌中硝酸態窒素は3.7,9ｋｇ'である。前作はニンジンで

ある。

２）試験股計

ネギの作型は、２月まきの夏どりとした。チェーンポ

ット内に施用した肥効調節型肥料は、被覆燐硝安100日

タイプ（2401-10ＯＳ：チッソ旭肥料社、東京）とした。

被稲燐硝安のチェーンポット内の施用は、育苗箱毎に行

った。培養土５Ｌと所定戯の被覆燐硝安（101～3049/箱）

を混合し、育苗箱内に敷いたペーパーポット内に約4.5Ｌ

を詰めた。そこに専用播種機をもちいて播菰し、戒りの

被糧燐硝安を含んだ培養土で覆土した。試験区は、追肥

窒素愚を標辿施肥と同等のl60kgha.'一定にして、チェ

ーンポット内施肥窒素通のレベルを変えて設定した。試

験区を第１表に示す。

標地区は、千葉県施肥基準9)に準じ、チェーンポット

内には窒素無施肥で、基肥窒素80ｋｇｈａ.'をCDU化成（N

-P205-K20=l5-l5-l5）で全面全層施用とした。供試面

積は、１区22.5㎡で３反復とした。無窒素区は、チェー

ンポット内および基肥と追肥を窒素無施用とした。被覆

燐硝安１００日タイプの成分は、N-P205-KzO=24-1-0であ

るため、リン酸は、ＢＭ熔リン（N-P20s-KzO=0-20-0)を

用いて各区200ｋｇｈａ.'、加里は、硫酸加里（N-P慾O5-K20

=0-0-50)を用いて各区l50kgha.'をそれぞれ基肥として

全而令届に施用した。また、粒状苦土石灰（アルカリ分

55％、可溶性苦土15％）ｌＭｇｈａ.'および籾がら入り完熟

牛ふん堆肥（N-P205-K20=1.02-1.02-1.29)l0Mgha.'を各

区に全面全層で施用した。

第１節チェーンポット内施肥の施肥窒素

量と追肥窒素量の検討

１．緒言

ネギは、露地野菜の中で特に施肥窒素皿が多いとされ

ている。夏どりネギの場合、千葉県における基準施肥窒

素吐9)は、基肥窒素80ｋｇｈａ.'、追肥窒素l60kgha.'の合計

240ｋｇｈａ.'であるが、現地では300ｋｇｈａ.'以上、時には５０

Okgha･'を超える事例がある（千葉鼎膿業普及指導員の

アンケート調査による)。一方、ネギの窒素吸収品は９０

～l30kgha･'程度31．淘郷'唾)であることから、施肥窒素利用

率の向上を図ることにより大幅な減肥が可能と考えられ

る。

ネギ栽培では、これまで作業労力を多く要する地床育

苗であったが、軽労化を図ったチェーンポット育苗皿創が

開発され、1995年頃から千葉県内の主流となっている。

チェーンポット育苗とは、水稲用育苗箱に鎖状につなが

ったペーパーボットを敷き、そこに培養土を詰めて播種

し、短期間で定植用稚苗をつくる方法である。ところが、

県の施肥基地"は、従来の地床育苗した大苗利用を前提

として設定されている。したがって、育苗および定植方

法が大きく変わるチェーンポット育苗によるネギ栽培に

は、それに適した施肥壁があると考えられる。

以上のような背景から、ネギ栽培の新しい減肥技術と

してチェーンボット育苗の培養土に直接施肥する育苗箱

施肥を検討した。これは著者の研究グループが開発した

キャベツのセル内施肥”をヒントに考案したもので、チ

ェーンボット内施肥と命名した。

２．材料および方法

【試験１】追肥窒素量を一定にした場合のチェーンポッ

ト内施肥窒素量の検肘

第１表追肥窒素戯を一定にした場合のチェーンポット内施肥窒素詮の試験区

減肥率

（％）

本ぽ施肥窒素戯試験区 チェーンポット

内施肥窒素盆

（kgha-l）

標準

ポット内20ｋｇ
ポット内40ｋｇ
ポット内60ｋｇ
無窒素

基肥

(kgha-l）

山本：野菜栽培における窒素肥料低減化技術の開発に関する研究

総施肥窒素且

（kgha-I）

注）減肥率は、標姻区の総施肥窒素獄に対する減少割合である。
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